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平成 27 年 10 月例会：次第（平成 27 年 10 月 29 日開催）

１、会長挨拶

２、報告事項

【会員の状況】 平成 27年 10 月

（1） 入会者： なし

   退会者：中嶋重雄 （済生会滋賀県病院）

  異 動： なし

        

（２） 会員の状況（27 年 9月）

      Ａ会員：135 名、 Ｂ会員：156 名、  合計：291 名

【総 務 部】

（１）平成 27 年 11 月例会時に滋賀県立成人病ｾﾝﾀｰ病院長ミニスピーチされる

（２）医療法人の設立および解散にかかる申請書類の提出期限について
医療法人の設立および解散については、その認可にあたり県の医療審議会の意見を聞くことと

されているが、平成 27 年度の第 2回滋賀県医療審議会医療法人部会は平成 28 年 2 月上旬に開催

予定であり、当該審議会にかかる申請書類の提出期限は平成 27 年 12 月 4日（金）であるとの通

知があったので、ご了知願いたい。

なお、提出された書類に不備があった場合は、その次の審議会にまわる場合もあるので、でき

るだけ早く事前協議を行い申請に備えていただきたいとのことである。

詳細：滋賀県健康医療福祉部 健康医療課 TEL 077-528-3625

（３）公安委員会へ提出する「再発性の失神」の自動車運転に係る診断書の改訂について
反射性（神経調節性）失神及び不整脈を原因とする失神（植込み型除細動器を植え込んでいる

者に限る）に係る者に該当すると疑う理由があることにより実施する、自動車運転免許の臨時適

性検査の代わりに公安委員会に提出される主治医の診断書について、本年 9 月 1 日より全国統一

の診断書様式が用いられることになった。

詳細等について、下記を参照のうえ適切に対応いただきたい。

日本不整脈心電学会 URL  http://new.jhrs.or.jp/

「公安委員会へ提出する「再発性の失神」の自動車運転に関する診断書改訂、ならびに３学会合

同検討委員会ステートメント一部改訂のお知らせ」

（４）平成２７年度滋賀県医師会会員名簿について
標記会員名簿を作成いたしましたので、各地域医師会を介して配布�させていただきます。

つきましては、個人情報保護の関係から、名簿の取扱いにつきましては、十分にご配慮をい

ただきますとともに、旧名簿の処分等につきましても、適切に対応くださいますようお願い申

し上げます。なお、所属施設が病院の会員（病院欄に名前が掲載されている会員）には、本会

より直接病院宛に送付いたします。

（５）番号法に基づく法人番号の「通知・公表」開始等について
いわゆるマイナンバー制度に基づき、国税庁長官によりすべての法人に「法人番号」が付番

され、10 月下旬以降に法人番号指定通知書が発送されるとともに、インターネット上で基本

３情報（名称・所在地・法人番号）が一般に公表されることとなっているので、ご了知くださ

るようお願いする。なお、滋賀県内の法人への通知発送予定日は、本年 11 月 11 日（水）との

こと。ただし、設立登記のない法人および人格のない社団等については、11 月 13 日（金）に

発送予定である。

また、人格のない社団等は、あらかじめ代表者又は管理人の同意を得たもののみ公表するこ

とになっているため、公表に同意する旨の書面（法人番号指定通知書に同封する「法人番号等

の公表同意書」）を国税庁において収受したものから順次公表する予定とのこと。
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（６）湖南広域休日急病診療所 年始待機医師の募集について
   平成 28年 1 月 2 日（土）3日（日）  日当 2万円（出動あれば相当額の支払いあり）

（７）がん登録推進法と全国がん登録について(総務資料 1)

（８）ドクターヘリの運用について(総務資料 2)

（９）独立行政法人日本スポーツ振興ｾﾝﾀｰ災害共済給付制度について(総務資料 3)

（10）医療事故調査制度に係る滋賀県医師会の支援体制について(総務資料 4)

（11）看護師等免許保持者の届出制度の周知について(総務資料 5)

（12）平成 27 年度滋賀県医師会医療機関従事者研修会の開催について（総務資料 6）

（13）平成 27 年度子宮頸がん検診従事者講習会の開催について（総務資料 7）
    ―救命・救急医・産業医等が知っておくべきこと― 10 月 26 日 FAX 送付済み

（14）滋賀県医師会 CBRNE 災害対策医療講習会の開催について（総務資料 8）

（15）平成 27 年度第 2 回保健医療従事者研修会の開催について（総務資料 9）

（16）平成 27 年度麻薬取扱者の年間報告について（総務資料 10）

（17）平成 27 年度滋賀県医師会学校保健学校医研修会の開催について（総務資料 11）

（18）滋賀県医師会の 10 月以降の講演会・研修会等の予定表について（予定表）

（19）滋賀県看護協会主催 看護職員研修の開催について(チラシ)
   11 月 21 日（土）13:50～16:00 ワザを身につけ実践に生かそう！フィジカルアセスメント

（20）滋賀県成人病ｾﾝﾀｰ主催第 72 回がん診療ｾﾐﾅｰの開催について(チラシ)

（21）シックハウス問題を考える公開講座の開催について(チラシ)

（22）人を対象とする医学系研究に係る教育・研究ｾﾐﾅｰの開催について(チラシ)

（23）第 10 回滋賀県連携ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会記念研究大会の開催について(チラシ)

（24）児童虐待は社会全体で解決すべき問題です(チラシ)

（25）平成 27 年度複十字シール運動の実施について（シール）

【学 術 部】

［医療安全］

（１）医薬品・医療機器等安全性情報第 326 号について（日医雑誌 平成 27 年 10 月号掲載予定）

  

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iyakuhin/iyaku/index.html

  〔掲載内容〕

  １．ワクチン接種と乳幼児の突然死に関する疫学調査事業について

厚生労働省ではワクチン接種と乳幼児の突然死との関連について検討するため、平成24

年12月より前向きの症例対照研究として全国疫学調査を実施している。原因不明の乳幼児の

突然死という非常に少ない症例を対象にすることから、可能な限り多くの症例を収集するこ

とが必要となっているため、症例情報の収集にご協力をお願いしたいとのことである。

２.重要な副作用等に関する情報

（1）滅菌調整タルク

（2）パニツムマブ（遺伝子組換え）

３．使用上の注意の改訂について（その 266）

ヒドロキシジン塩酸塩/ヒドロキシジンパモ酸塩、メマンチン塩酸塩、デフェラシロクス、

ポマリドミド、ザナミビル水和物/ラニナミビルオクタン酸エステル水和物

４．市販直後調査の対象品目一覧

（２）医薬品の「使用上の注意」の改訂について 【日医常任理事通知（法安 82）】

     下記医薬品の使用上の注意事項が改訂された。詳細は、医薬品医療機器総合機構「ＰＭＤＡ医

療安全情報」のページに掲載されているのでご確認いただきたい。

http://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/calling-attention/revision-of-p
recautions/0293.html

☆平成 27 年 9 月 15 日付け
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①アマンタジン塩酸塩、②ナトリウム・グルコース共輸送体2（SGLT2）阻害剤、③フィ

ンゴリモド塩酸塩、④ニボルマブ（遺伝子組換え）、⑤アジスロマイシン水和物、⑥

ダクラタスビル塩酸塩及びアスナプレビル

（３）内服薬等の包装の誤飲の発生について
今般、厚生労働省から、内服薬等の包装の誤飲の発生状況等について情報提供があった。

65 歳以上の高齢者の誤飲・誤食事故の情報が、これまでに消費者庁に 165 件寄せられてお

り、薬の PTP 包装シートや部分入れ歯、漂白剤、乾燥剤を誤飲・誤食したという事故が多く見

られることから、高齢者のいる家庭に対し事故防止のための注意喚起が行われているとのこと

である。

（４）小児の薬剤の調製間違いについて
    日本医療機能評価機構より、小児に正しい処方が出ていたが、薬剤の調製を間違え、過量投

与した事例が 5例報告されていることから、小児に薬剤を投与する際には以下を実施していた

だきたいとのことである。

①医師は、処方箋のコメント欄に希釈方法を具体的に記載する。

②薬剤部では、鑑査時に計算式を確認する。

③調製時、投与量の計算過程を記録し、2名で確認する。

（５）薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業「第 13 回集計報告」、「平成 26 年年報」につ

いて
   日本医療機能評価機構では、薬局から報告されたヒヤリ・ハット事例等を収集、分析して

いる。今般、平成 27 年 1 月から同年 6 月までに報告のあった事例を取りまとめた「第 13 回

集計報告」及び「平成 26 年年報」が公表された。

     同様の事例の再発防止および発生の未然防止のため、標記を活用されたい。

      http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/

[生涯教育]

（１）新たな専門医制度について
これまで各学会が独自で制度設計をして専門医を認定していたが、専門医の質の担保や「公

の資格」として国民に広く認知され評価されることを理念として設計された新しい専門医制度

が 2017 年度から始まる。新しい専門医制度は 19 の基本領域と 29 のサブスペシャルティ領域

の二段階制とされ、専門医の認定は中立的第三者機関である一般社団法人日本専門医機構が行

うこととなる。

今後のスケジュールは、2015 年度以降の初期臨床研修医、旧カリキュラムで研修中の専攻

医、各学会認定専門医で異なるが、下記の図のように進められ、2025 年度には全員が新制度

専門医となる予定である。

それぞれの専門医の認定・更新の詳細については、所属の学会もしくは日本専門医機構に確認

いただきたい。



4

（２）日本医師会生涯教育制度「学習単位取得証」の発行について
平成 26 年度「日本医師会生涯教育制度学習単位取得証」について、日本医師会より 10 月中

旬頃から順次発行予定とのことである。本会に届き次第、例会を通じて配布するのでご承知願

いたい。

（３）第 19 回日本医学会公開フォーラムの開催について
テーマ：「胃がん―ここまで進んだ診断と治療―」

と き：平成 27 年 12 月 26 日（土）13：00〜16：00

ところ：日本医師会館 大講堂

参加申込みは、参加希望の旨・氏名・住所・電話番号・職業を明記のうえ、日本医学会宛に FAX

送信、郵便ハガキにて郵送、もしくは日本医学会 HPからの登録のいずれかの方法による。参

加申込み後、10 日以内に日本医学会から入場券が送付される。先着 500 名となっており、500

名に達した場合には申込みをしても入場券は送付されないとのこと。入場無料。参加者には、

日本医師会生涯教育制度 2.5 単位、5CC（21・42・50・52・53）ならびに日本内科学会認定総

合内科専門医更新 2単位の取得参加証が発行される。

【参加申し込み・お問い合わせ先】

日本医学会 〒113-8621 東京都文京区本駒込 2-28-16 日本医師会館内

Tel.03-3946-2121㈹  Fax.03-3942-6517

URL http://jams.med.or.jp/

（４）第 32 回滋賀県医学総会 （学術資料 1）
日 時：11 月 14日（土）14:00～17:35

  会 場：ピアザ淡海 滋賀県立県民交流ｾﾝﾀｰ 3階大会議室

  テーマ：トータルに血液病を診るために

～すべての外来担当医へ、エキスパートからのメッセージ～

   講演４題 「脳卒中」：滋賀医大脳神経外科学講座教授 野崎 和彦 先生

「慢性腎臓病」：（医）八田内科医院 院長 八田 告 先生

「虚血性心疾患」：彦根市立病院副院長 日村 好宏 先生

「末梢動脈疾患」：滋賀医大内科学講座講師 山本 孝 先生

    特別講演：演題 小児メタボリックシンドローム「‐その予防に向けての取り組み‐」

         講師 日本医師連盟参与 自見 英子 先生

（５）第 27 回日本医師会主催「指導医のための教育ワークショップ」開催について
   日時：28 年 2月 6 日（土）～2月 7日（日）9:00～16:00

会場：晴海グランドホテル

   締切：11月 2 日（月）滋賀県医師会必着
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【保 険 部】
≪保険関係連絡事項≫

（１）ブイフェンド錠 50mg、同錠 200mg、同 200mg 静注用及び同ドライシロップ 2800mg

の効能・効果等の変更に伴う診療報酬の算定方法に関する留意事項の一部改正につ

いて 【日医発第 562 号（保 96）】

    （県医師会報 10 月号「保険」のページ P.45に掲載済）

   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコ

ーナーに掲載済

     http://www1.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku

（２）シプロキサン注 200mg の医薬品医療機器等法上の効能・効果等の変更に伴う留意事

項について 【日医発第 667 号（保 115）】

    （概要は県医師会報 11 月号「保険」のページ掲載予定）

   ※厚生労働省ホームページに掲載済

     http://wwwhourei.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T150925S0410.pdf

  ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコ

ーナーに掲載予定

     http://www1.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku

（３）ザガーロカプセル 0.1mg 及び同 0.5mg の医薬品医療機器等法上の承認に伴うアボル

ブカプセル 0.5mg の留意事項について 【日医発第 669 号（保 117）】

    （概要は県医師会報 11 月号「保険」のページ掲載予定）

   ※厚生労働省ホームページに掲載済

     http://wwwhourei.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T150929S0060.pdf

   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコ

ーナーに掲載予定

     http://www1.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku

（４）「肝炎治療特別促進事業の実務上の取扱いについて」の一部改正について

                               【日医常任理事通知（地Ⅲ112）】

    （概要は県医師会報 10 月号「保険」のページ P.46 に掲載済）

   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、「会員向け文書管理システム」のコーナーに掲

載済

     

http://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/chiiki3/27chi3_112.pdf
（５）医療機器の保険適用について（９月１日保険適用分）及び「医療機器の保険適用に

ついて」の一部訂正について 【日医発第 564 号（保 98）】【日医事務連絡（保106）】

（６）共済組合員証の無効について

①農林水産省共済組合近畿支部（保険者番号31260227）

  記号番号   無効年月日 無効事由        備考

  0808-17600079   H27.10.3 紛失のため ・当該組合員証紛失者は大津市高砂町在住    

    （県医師会報 11 月号「保険」のページ掲載予定）

（７）日野町福祉医療費助成制度「小学生」の対象者拡充について

   ◆拡充対象者【平成 27 年 10 月 1日から拡充】

    従来の小学校低学年児童に加えて、小学校４年生～６年生の児童も対象とする

    （但し、他の福祉医療費助成制度等の対象となる場合は除く）

   ◆自己負担金

     通院：１レセプト当たり 月５００円（※但し、調剤報酬明細書には適用しない）
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     入院：なし

   ◆受給券：オレンジ色

（８） 平成 27 年台風第 21 号による被災者に係る被保険者証等の提示等及び公費負担医

療の取扱いについて 【日医常任理事通知（保 103）】

（９）予防接種の費用の取扱い、および抗インフルエンザ薬を予防目的で投与する際の留

意点について

    （県医師会報 10 月号「保険」のページ P.47 掲載済）

〔研修会等関係〕

（10） 集団指導（新規指定時・指定更新時）について（予定）

       平成 27 年１１月１８日（水） 14：00〜15：00（予定）

       於．大津びわ湖合同庁舎 １階 共用会議室①

         （大津市京町三丁目 1-1）

    ☆対象保険医療機関数：７０件

      ①H27.4.1 から H27.9.30 までの間に新規指定を受けた保険医療機関 １５件

      ②H26.10.2 から H27.10.1 までの間に指定更新を受けた保険医療機関 ５５件

    ☆指導形式：集団講義方式  〔通知対象２１医療機関、49 新規登録保険医〕

    ・厚労省近畿厚生局の指導の平準化の下、近畿厚生局滋賀事務所、滋賀県医療保険課の共同

により、新規指定時および指定更新時の集団指導が実施される

    ・開催通知が届いた会員医療機関は可能な限りご出席いただきたい。管理者の先生が出席で

きない場合は、可能な限り請求事務担当者だけでも出席するようにしていただきたい。

【公衆衛生部】

［地域保健］

（１）中東呼吸器症候群（ＭＥＲＳ）及びエボラ出血熱の国内発生時の対応について
韓国においては、本年 7月 6日以降、ＭＥＲＳの新規患者の報告がされておらず、我が国への

感染拡大の懸念が極めて低くなった一方で、サウジアラビアにおいて本年 8月から医療機関内

の二次感染を中心とした集団発生が起きていること、また、エボラ出血熱については、ギニア・

シエラレオネにおける発生が極めて少なくなったことや諸外国におけるエボラ出血熱への対

応等を踏まえ、厚生労働省通知等の情報をご了知願いたい。

◇ＭＥＲＳに関する今後の対応の主な変更点

・検疫対応の対象国から韓国を除外する。

  ・ＭＥＲＳ疑似症定義は、当面現在の対応を継続する。

◇エボラ出血熱に関する今後の対応の主な変更点

  ・エボラ出血熱疑似症患者の定義に患者等との接触歴を追加する。

  ・検疫対応は、終息宣言が出されるまで、現在の対応（※）を継続する。

※ギニア及びシエラレオネに滞在歴のある者すべてについて、21 日間の健康監視

詳細は、厚生労働省 ＭＥＲＳ・エボラ出血熱情報  http://www.mhlw.go.jp/

なお、平 26 年 10 月 24 日付（地Ⅲ190Ｆ）（滋賀県医師会員宛て連絡事項平成 26 年 11 月 19

日発）にて通知した「エボラ出血熱の国内発生を想定した医療機関における基本的な対応に

ついて」は、廃止されることとなる。

（２）厚生労働省主催「平成 27 年度新型インフルエンザの診療と対策に関する研修」の開催

について
日 時 2015 年 11 月 1日(日)13:00～16：00（受付開始 12：30）

会 場 イイノホール＆カンファレンスセンター

申込先 http://www.kankyokansen.org/modules/news/index.php?content_id=148
        ※事前申込制につき、定員（500 名）に達し次第、締め切り

参加費 無料

［危機管理対策］

（１）「津波防災の日」について
平成 23 年 6 月に制定された「津波対策の推進に関する法律」において、津波対策について

国民の理解と関心を高めるため、11 月 5 日を「津波防災の日」と定めており、今般、内閣府
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でポスターを作成したとのことである。

詳細は、内閣府津波防災ひろめ隊HP を参照 URL http://tsunamibousai.jp/

４、平成 27 年 11 月の日程
  人権問題研修会 ：11 月 12日（木）14:00～   草津ｻﾝｻﾝﾎｰﾙ 3 階会議室

  11 月理事会 :11 月 21 日（土）14:00～   草津栗東医師会会議室

11月 例 会     :11 月 28 日 (土) 15:30～   ﾎﾃﾙﾎﾞｽﾄﾝﾌﾟﾗｻﾞ草津 3階会議室

学術講演会  ：11月 28 日（土）17:00～    ﾎﾃﾙﾎﾞｽﾄﾝﾌﾟﾗｻﾞ草津 3階会議室

  

５、医協連絡事項

おまとめＤＭ「医師協スクエア」のご案内

10 月下旬に「医師協スクエア」を各医療機関宛にお送りいたします。

「医師協スクエア」は 3ヶ月ごとに、お得な情報をまとめた組合員向けのダイレクトメールです。

今回は「医学雑誌年間購読」や毎回好評をいただいております「コクヨ製品キャンペーン」などの

各種キャンペーン、京都市内の新築マンション情報をはじめとしたハウジングサポートなど様々な

ご案内をしております。是非この機会にご利用ください。お問い合わせは購買課までお願いします。

年末に向けた節税対策のご案内

当組合では年末までにできる節税対策を多数ご用意しておりますので是非ご活用下さい。

①≪小規模企業共済制度≫

個人事業主の退職金積み立てとして利用でき、年間最大 840,000 円の所得控除が 受けられます。

配偶者等の共同経営者まで加入範囲が拡大されました。

②≪個人年金保険≫

老後の積立として利用でき、年間最大 40,000 円の所得控除が受けられます。  節税対策と老後の

生活資金を準備できる商品です。

③≪少額資産一括償却制度≫

1 組 10 万円以上 30 万円未満の機器・物品購入については、購入した期に全額損金扱いにできます。

※①、②については、福祉課までご連絡ください。

※③については、10 月下旬に送付予定の医師協スクエアにて対象製品をご案内 致します。
























































































